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1．本書は，昭和59 （1984）年度に千代田町農業協同組合から委託を受け，財団法人
あ釘怠ばら

広島県埋蔵文化財調査センターが実施した新生産総合振興対策事業に係る青木原遺

跡の発掘調査報告書である。

2．調査は，調査研究員の鍜治益生，唐口勉三（現広島県立埋蔵文化財センター調査

研究員）が行った。

3．遺構，遺物の実測，写真撮影は上記の者が行い，本書の執筆，編集は鍜治が行っ

た。

4．本書に使用した遺構略記号は次のとおりである。

SB:住居跡・住居跡状遺構・掘立柱建物跡,SK:土壌, SD:溝状遺構, P:柱

穴, SX:その他

5．挿図と図版の遺物番号は，同一である。

6．本文中に用いた方位は，すべて磁北である。

7．本書に掲載した第1図は，建設省国土地理院発行の1:25,000の地形図（八重・

佐々井）を使用した。



目 次

I はじめに…………･………･………･…………… （1）

（2）

(6）

II位置と環境

Ⅲ遺構と遺物

◆●●■●●●●●●●●●●◆●●●●･●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●●◆●

●●●●●e●●●●●●●●●●●●●●0●●●●●●●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●●

Ⅳま と め…………･…･･………………………… (29）

図版 目次

ａ
１
Ｄ
Ｃ
ａ
。
Ｄ

一
－

１
２

版
版

図
図

遺跡遠景（北西から）

調査状況（南から）

同上 （北から）

調査後全景（北東から）

SBO2・03･07完掘状況

（西から）

調査区北東部完掘状況

（南から）

SBOl検出状況（東から）

同上調査状況（東から）

同上完掘状況（北から）

SBO2検出状況（東から）

同上完掘状況（南から）

同上カマド検出状況

同上完掘状況（南から）

SBO3検出状況（西から）

同上完掘状況（西から）

ａ
ｇ
Ｄ
Ｃ
ａ
。
，
Ｃ
ａ
。
，
Ｃ
ａ
‐
，

６

７

８

９

１
１
１
１

０
１
２
３

版
版
版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図
図
図

SBO6完掘状況（西から）

同上土器出土状況

同上

SBO7調査状況

同上完掘状況（西から）

同上カマド検出状況（西から）

SBO8完掘状況（西から）

SBO9完掘状況（東から）

SB10完掘状況（東から）

SBO5完掘状況（南から）

SKO4土器出土状況（西から）

出土遺物(I)

出土遺物(II)

出土遺物(Ⅲ）

出土遺物(Ⅳ）

C

図版3-a

b

c

図版4-a

b

C

d

図版5-a

b



挿図目次

周辺主要遺跡分布図 (1:25,000)…………………………………………(2)

遺跡周辺地形図 （1：2,500） ・…･…………………………･･………………（5）

遺跡地形図 (1:1,000)………………………………･……………………(6)

遺構配置図及び調査区設定図 (1:300)…………･………………………(7)

SBO1実測図 (1:60)………………………………………………………(9)

SBO1出土土器実測図・拓影(1:3)………･…･…………………………(9)

SBO2実測図 (1:60)…………･･･………．．…………･……………………(10)

SBO2カマド実測図 (1:30)………………………･…･…｡．……………．． (11)

SBO2出土土器実測図 (1:3) ・･･･…………………･……･･………………(12)

SBO2出土石器実測図 (1:2)………･……………………………………(13)

SBO3実測図 (1:60)…………………………｡．……･……………………(14)

SBO3出土土器実測図 (1:3) ･…･……………･…･………………………(15)

SBO3出土土製紡錘車・鉄器実測図 (1:2)………………………･……(15)

SBO4実測図 (1:60)……………･………･…………･……………………(16)

SBO5実測図 (1:60)………………………………………………………(17)

SBO5出十十器実測図 (1:3) ･････………………………………･………･ (17)

SBO6出土土器実測図 (1:3)…………･……………………．．………･…(18)

SBO7実測図 (1:60)…………｡．……………･……………………………(19)

SBO7カマド実測図 (1:30)…．．……………………………･……………(19)

sBO7出十十器実測図 (1:3)……………………･………………………(20)

SBO6・08実測図 (1:60)…･……………………………………………･･ (21)

SBO6･08断面図 (1:60) ･……･………･…………………………………(22)

SBO9・10実測図 (1:60) ・…………･……………………･………………(23)

SKO4実測図 (1:20)………………………………………………………(24)

SKO4出十十器実測図 (1:4)…………･…………………………………(24)

遺構に伴わない遺物実測図・拓影(I) (1:3)…･………･………………(27)

遺構に伴わない遺物実測図(II) (1:3)………･……･……………………(28)

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｎ
週
皿
賜
妬
Ⅳ
肥
岨
加
創
犯
羽
別
妬
妬
”

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第



I はじめに

山県郡千代田町は，広島市の北側に位置する中国山地の山間部にある町であるが，古く

から山陽側と山陰側の島根県石見地方を結ぶ交通上の要地として知られている。町内の約

8割は山林で，沖積地は江の川とその支流域に展開している。主要な産業は農林業である

が，中国自動車道が町内を通過し， インターチェンジが設けられて交通体系が一変し，県

及び町によって工業団地造成が進められているなど，今後の発展が期待されている。

ところで，県内では近年,農用地の効率利用・農業就業者の高齢化・農業機械の過剰投資

等が問題となっている。この解決策としてほ場整備の推進等により，生産性の向上，経

営の合理化を行なうため，関係機関が一体となり農業生産総合振興計画に基づいた地域営

農条件整備が推進されている。この一環として農業の機械化・省力化の確立・農家の施設

投資の抑制を行なうと共に，農家所得の向上等と良質米産地の定着化等を目的とした大規

模乾燥調製貯蔵施設の建設が県内各地で行なわれている。千代田町においても千代田町農

業協同組合(以下｢千代田町農協｣という｡)が，昭和59(1984)年度に新生産総合振興対策事業と

して同町有田にこの施設の建設を計画し，昭和58年11月，広島県教育委員会（以下「県教

委」という｡)に計画予定地約10,000㎡内の文化財の有無について照会があった。県教委は

試掘調査を実施した結果，青木原遺跡が約2,500㎡存在することを確認した。

このような経過を経て昭和59年4月，千代田農協から当センターに調査依頼があり，県

教委，千代田町農協及び当センターの3者間で協議した結果，構造物が建設される遺跡の

南半分1,149㎡について発掘調査を実施し，残りの部分は現存保存することになり，調査

は7月9日から9月7日まで実施した。なお，整理作業及び報告書の刊行は昭和60年度に

実施することになった。

本報告書はその成果をまとめたものである。同町内における古墳時代の集落跡の調査は

これまでほとんど行なわれていなかったが， この度新しい資料を加えることができた。こ

のような意味からも本報告書が学術研究のみならず，地域の歴史研究に寄与できれば幸い

である。

調査にあたっては，広島県教育委員会の指導を得るとともに，千代田町農業協同組合，

広島県経済農業協同組合連合会，千代田町教育委員会，芸北民俗芸能保存伝承館及び地

元の方々の多大な御協力を得た。記して謝意を表したい。

－1－



11位置と環境

あおきばら やまがた ちよだ ありた えりょう

青木原遺跡は，広島県山県郡千代田町大字有田字恵両1253番地外3筆に所在する。

千代田町は,広島市の北側に位置する中国山地の山間部の町で,四方に標高600～800mの山々
しじはら

が連なっている｡沖積地は東隣りの八千代町に流下する江の川とその支流である志路原川，
いずばら

冠川，出原川などの河川に沿って形成されている。なお，町の中心地は，前述の江の川に

第1図周辺主要遺跡分布図

須倉政国古墳群

野師遺跡

古保利野師西古墳

古保利古墳群薬師堂裏支群
古保利古墳群岡田支群

古保利古墳群鍛冶屋ヶ市支群

古保利古墳群桧木支群

刈又1号遺跡

（1

1T

18

19．

20

21．

22．

23．

24．

:25.000)

刈又2号遺跡

背子山古墳群

飛石古墳群

壬生神社過跡

山根古潰群

塚迫遺跡群

金子古蹟群

大国古蹟

青木原遺跡

後有田遺跡

城が谷遺跡

有岡谷古墳

城が谷古墳群

有岡谷遺跡

政国古墳群

念城遺跡

１
２
３
４
５
６
７
８

９
加
皿
廻
聰
皿
妬
肥

中出勝負峠墳墓群

歳ノ神遺跡群

古土井古墳

養老温泉裏遺跡

国藤古墳群

天津古墳

栗貞古墳

三シ塚古墳

25

26

27

28

29

30

31

32

－2－



志路原川，冠川が合流する一帯で，町並は八重及び壬生の2箇所にあり，町役場や本遺跡

もこの一角に存在している。また,付近の丘陵上には蒙篭遺跡(1↓舌葆莉古墳職叢ﾉ霜

遺跡群131や準苗瀧罐墳墓群"'をはじめとする多くの遺跡があり,郡内でもっとも遺跡が密

集している。このことは当地域が古代の山県郡の中心地であったことを窺わせる。

ところで，現在町内で確認されている遺跡は約250箇所であるが，その大半は古墳であ

り，集落跡，生産遺跡は十分明らかにされていない。これらの遺跡は沖積地を臨む低丘陵

上などに立地しており，小規模な遺跡が多数を占めているが，最近の調査によって，当地

域の原始古代も次第に明らかになりつつある。以下，主に発掘調査で明らかとなった遺跡

を中心に本遺跡周辺の歴史的環境を時代別に概観したい。

旧石器時代の遺跡は，現在のところ町内では確認されていないが，縄文時代の遺跡・遺

物は本町の北側に位置する大朝町との町境付近や有間の後山で確認されている。

弥生時代の遺跡としては，前期のものに塚迫遺跡， 川井遺跡(2)があり，今回調査の青木
みぷ

原遺跡でも当該時期の遺構を確認した。塚迫遺跡は壬生の集落を望む比高約30mの丘陵上

に位置し，土墳墓8基，土器棺墓6基から成る集団墓であり，当該時期の集団墓は県下で

は少ない。また川井遺跡は集落跡と考えられており，小型の壷形土器が出土している。一

方，後期の遺跡には昭和59年度に調査された歳ノ神遺跡群内の集落跡と墳墓群(3)，中出勝

負峠墳墓群中の3号墓がある(4)。前者の墳墓群は2基の四隅突出型墳墓を含む多数の墳

墓で構成される集団墓で，当該地域では四隅突出型墳墓の確認は初例である。また，後者

は尾根を長さ17.7m,幅12mで台状に削出した墳墓で, 9基の埋葬施設をもち周辺部から

後期の土器片が出土した。これらの遺跡は弥生時代から古墳時代への過渡的状況を示す墳

墓の資料として注目されている。

古墳時代の遺跡としては，古墳が多数確認されている。古墳は木棺直葬や箱形石棺を内

部主体とするものが多く，竪穴式石室や横穴式石室の導入は他地域と比較してやや遅れ，

とくに横穴式石室の導入は6世紀後半以降みられる。前半期の古墳には前述の中出勝負峠

墳墓群があり， このうち第8号古墳は自然の高まりを利用した古墳で，内部主体は木棺直

葬である。棺内からは破砕された状況で青銅鏡が1面出土したほか，鉄器・玉類が出土し

ている。また，墳丘からは畿内における布留式並行の古式土師器が出土しており，本古墳

の築造年代は4世紀代と考えられている。また， この古墳よりやや後出的な古墳として，
うじがみしようだ

氏神正田遺跡の石棺群がある(5)。 この遺跡は無墳丘で3基の箱形石棺と1基の石蓋土塘か

ら成る集団墓であり，前時代的要素を残す古墳と考えられている。このほか，調査した古
じよう たに

墳としては城が谷古墳群の1号箱形石棺がある(6も

－3－



かねこ

一方,竪穴式石室を内部主体とする古墳には金子第2号古墳(7{塚迫第1,2号古墳I1l古

保利第44号古墳(2)などがある。 このうち，金子第2号古墳からは鉄鑛，刀子，鉄斧などの

多量の鉄製品のほか，須恵器が出土しており，古保利第44号古墳からは桂甲，馬具，鉄鎌

などが出土している。これらの古墳の築造年代は出土遺物から6世紀前半代とされている。

横穴式石室を内部主体とする古墳は町内各地で多数確認されており，一般的に沖積地を
ありおかだに

望む丘陵斜面に立地し群を構成するものが多い。調査された古墳には有岡谷第1号古墳(6)，

尾原古墳偲;蔵迫第2号古墳(9)9石塚第1,2号古墳‘'などがある。有岡谷第1号古墳は玄室

床面の一部に須恵器蓋杯を敷いていたが， このような例は江の川水系の高田郡吉田町，高

宮町，甲田町の同時期の古墳でも確認されている。尾原古墳からは，須恵器，鉄鍍，直刀，

管玉,切子玉などが出土し,三ﾂ塚古墳からは金銅製の雲珠が出土している'lまた， これ

らの古墳よりやや時期の下る石塚第2号古墳からは，鳥形の装飾須恵器が出土している。

このほか山陰地方の影響を受けて成立したとみられる横穴墓が南方地区などに少例知られ

ている。

古墳時代の集落跡には穫簡遺跡卿,城が谷遺跡6),堂鰯蓉遺跡鯛及び今回調査の青木原
遺跡がある。後山遺跡は住居跡3軒が確認されているが，詳細は不明である。城が谷遺跡

は方形住居跡1軒が検出されており，出土遺物から6世紀後半頃と考えられている。上日

神谷遺跡では住居跡状遺構1，溝状遺構1が検出されており，出土遺物から6世紀末から

7世紀初頭頃の遺跡と考えられている。

古代の遺跡については，今回の青木原遺跡の調査で平安時代頃の建物跡を確認している

ほか，現在古保利薬師三尊仏が安置される薬師堂付近は，福光寺廃寺跡と伝えられている。

註

(1) 広島県教育委員会「塚迫遺跡群」『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 (3)昭和
57(1982)年

(2)龍岩・古保利埋蔵文化財発掘調査団『龍岩・古保利・上春木埋蔵文化財発掘調査報告書一広島県山

県郡大朝町・千代田町所在一』昭和51(1976)年

(3) 昭和59年度，当センターが実施した発掘調査による。報告書は本年度刊行予定

(4)昭和59年度，広島県教育委員会が実施した発掘調査による。なお，第4～9号古墳は当センターが
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(6) 広島県教育委員会r城が谷遺跡群発掘調査報告一石田工業工場用地造成にかかる－」昭和48(1973）

年
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Ⅲ遺構と遺物

（1）調査の概要（第3．4図，図版1．2）

青木原遺跡は，江の川の支流冠川の沖積地に面した西向きの低丘陵緩斜面に位置し，標

高286～290m付近に立地する。冠川に沿う周辺の水田との比高は約10mで，現状は山林

である。

調査は, 10m×10mのグリッドを東西方向に3区(A～C区),南北方向に6区(1～6

区)，計17のグリッドを設定した。現状の地形は緩斜面であるが，調査の結果， 3本の

小さな谷が貫入し，谷部を中心に多量の黒フク土が堆積していることが明らかになっ

た。遺構検出面は黄褐色土の地山面であるが，遺構は黒フク土中から掘り込んでいること
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が知られた。主な遺構としては，竪穴住居跡7軒，掘立柱建物跡3棟，土塘6基などであ

る。なお，遺構の大部分は尾根状に起伏する場所に分布している。

竪穴住居跡7軒のうち，円形の住居跡は2軒，隅丸方形の住居跡は5軒である。このう

ち円形住居跡SBO1は出土遺物から弥生時代前期にさかのぼる可能性がある。また, SB

05は平面形が不整円形で，主柱穴が存在しないなど，一般的な住居跡とは考え難く，遺構

の覆土中から鉄津及び焼石が出土したことから，鍛冶に関連する遺構の可能性がある。一

方，隅丸方形の住居跡のうちSB02, 03, 06, 07は出土遺物からみて6世紀後半頃のもの

で，短期間のうちに近接して造られたことが知られた。このうちSBO2は黒フク士を掘り

込んでおり，床面は一部で黄褐色粘質土の面に達せず，地山土を含んだ暗黄褐色土で踏み

固めている。また,SBO2では北壁,SBO7では西壁の中央に造付けのカマドを検出した。

掘立柱建物跡は,SBO9及び10が1間×1", SBO8が3間×3間の規模である。この

うちSBO8は北側2間分の柱穴規模が南側1間分の柱穴より大きいうえ，南側1間分の柱

穴配列が北側のものとやや異なっていることなどから，南側1間分については庇状のもの

になると考えられる。SBO8の時期は直接遺構から遺物が出土しなかったものの，周辺か

ら平安時代の須恵器が出土しており， この時期とされよう。

一方， 6基の土壊のうち, SKO4からは弥生時代前期の大型の壷形土器が出土しており，

同時期の土壌墓の可能性がある。

（2）検出の遺構・遺物

(a)住居跡・住居跡状遺構・掘立柱建物跡

SBO1 (第5図，図版3)

平面形が円形の住居跡で，西半分は後世の攪乱によって失なわれているため，残存状況

は良好とはいえないが，規模は径5.2m前後と推定できる。東壁の残存高は23cmで，壁際

には壁溝はないが, P1, P5と壁との間に浅いピットがある。主柱穴は5本(P1～P5)

で，径22～34cm,深さ39～58cmである。柱穴間の距離は1.84～2.74mで, P1-P5"

がもっとも短く, P1-P2間がもっとも長い。床面中央よりやや西側で検出のP6は，平

面形が不整楕円形で，長径約94cm,短径約52cIn,深さ17～25cm,炉跡の可能性も考えら

れたが，焼土がなく用途は不明である。なお，覆土は住居跡の覆土と同一の黒色土である。

本住居跡の西側には，本住居跡を掘り込んでいるSKO6がある。

弥生土器，土師器，須恵器の小片が散在していたが， このうち弥生時代前期末の土器は

床面直上で出土しており，本住居跡の年代はこの時期の可能性が考えられる。
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出士遺物（第6図図版10)

弥生土器1は壷形土器の肩部付

、近の破片で，外面にはへう描きの沈

線を2条廻らし， この間に竹管によ

る刺突文を施している。調整は内外
2

0 5cm
一

面とも不明瞭であるがナデによると
第6図SBO1出土土器実測図･拓影(1:3)

思われる。 2は鉢形土器で壷又は甕

形土器の底部を転用している。底部は平底で，体部はほぼ直線的に外上方へ開き，端部は

打欠いて矩形を呈している。調整は体部外面斜位のへラ磨きで，底部との境に指頭圧痕を

残している。また底部外面は不定方向のへラ磨きで，体部及び底部内面はナデによって仕

上げている。
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SBO2 (第7．8図，図版4)

平面形が隅丸方形の住居跡で，谷部に堆積した黒フク土を掘り込んで造っていることか

ら，表土の除去時には検出できず土層観察によって存在が明らかとなった。このため北西

隅は検出できなかったが，規模は東壁が3.6m,南壁が3.6mのほぼ正方形であることが

知られた。壁の高さは，東壁で最大48cmであり，床面から約65度の角度で立上る。なお

東壁際で長さ1.8m,幅16cm,深さ2cmの浅い壁溝を検出した。主柱穴は4本(P1～P4)

で，径16～34cm,深さ34～43cmである。柱穴間の距離は1.76～1.94mで,P2-P3間が

やや狭くなっている。床面は南半部が地山に達するが，北半部では黒フク土に地山プロッ
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第7図SBO2実測図(1:60)
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クを含んだ暗黄褐色土で貼床されている。また

北壁中央でカマドを検出した。カマドの規模は

全長1.25m,焚口部は幅90cm,長さ45cIn,煙

道部で幅15cm,長さ70cmである。カマド本体

は床面を若干掘り込んで小型の石を縦長に，東

側に2石，西側に3石立てたうえに黄褐色土で

被覆している。また，底面は若干凹んでおり円

形状を呈する。カマドの内面及び底面は強い火

を受けたため著しく赤変しており，焚口部には

炭を包含した暗褐色土などが流入していた。一

方，煙道部はトンネル状になっており， この部

分も赤変が著しい。

遺物は弥生土器，土師器，須恵器などの土器

類，模状石器が出土したが，一部の土師器・

須恵器は床面から出土しており， これらの遺物

からみて本住居跡の時期は6世紀後半頃と考え

られる。

A

－287釦、 －
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土層脱明

1.暗褐色砂質土(炭含）

2.暗黄褐色砂質土

（炭,黄色ブロック含む）

3.暗褐色砂質土(炭含）

4.暗黄褐色砂質土

（炭,黄色ブロック含む）

5.赤褐色土

6.黄褐色土

第8図SBO2カマド実測図(1:30)

出土遺物 （第9図，図版10)

弥生土器3は甕形土器で， 口縁部は頚部から断面「く」字状に外反して短くのび，端

部は上下方に若干拡張して内傾している。端部外面には浅い3条の凹線を廻している。調

整は口縁部内外面を横ナデし，頚部内面はへう削りである。

土師器4．5は甕形土器で，頚部から緩やかに外反して短くのび，端部は丸くおさめて

いる。 4の端部外面には浅い1条の凹線が廻る。調整は口縁部内外面とも横ナデしている。

5の体部は頚部から緩やかにカーブして下方へ続く。体部外面は縦位の刷毛目調整，内面は

横位のへラ削りである。6．7は甑形土器で同一個体と思われる。口縁部は頚部から緩やかに

外反してやや肥厚してのび,端部は丸くおさめている。体部は緩やかにカーブして下方に続

き，中位に牛角状の把手が付いている。 7は底面付近で端部は丸くおさめている。調整は

口縁部内外面横ナデし，体部から底面にかけては外面縦位の刷毛目調整，内面は横位又は

斜位のへラ削りである。

8は椀形土器で， 口端部はわずかに欠損している。底部は丸底で，体部は底部から強く

－11－



内湾して立上る。調整は外面が指頭による押圧で，内面はナデによって仕上げている。

須恵器9･10は杯蓋でともに天井部は丸みをもち, 9の体部はやや外方に開き，端部

内面には浅い1条の沈線が廻っている。10の体部は垂下し端部はやや尖り気味となってい

る。調整は9．10とも天井部をへう削りし，体部及び端部内外面にかけてはロクロナデで
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第10図SBO2出土石器実測図(1:2)

ある。11は杯身で受部はやや外上方にのび，立上りはやや内傾し端部は丸くおさめている。

調整は内外面ともロクロナデである。 12は壷の口縁部で，外面中位に1条の沈線を廻して

いる。調整は内外面ともロクロナデである。13は増で，口縁部は頚部から緩やかに外反し

てのび，端部は丸くおさめている。体部は丸みをもち，最大径は中位よりやや上方にある。

土師質土器14は杯の平底の底部であり，底部切離しは回転糸切りによる。

石器 （第10図図版10)

15は円礫に若干の加工を行った模状石器である。礫の片面に主に上方向から粗い剥離を

施すことにより半裁している。一見すると石核とも思われるが， さらに上下両端とも左右

両側から細かな加工を加えることによって，刃部を形成する。なお， この細かな剥離の一

部には使用による剥離もあるが，両者は区別できない。長さ7.7cm,幅8.5cm,厚さ5.8

Cml重さ3789である。
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SBO3

（第11図，図版5）

SBO2に近接して検

出した平面形が隅丸方

形の住居跡で，規模は

各辺3.30～3.75mであ

る。壁の残存状況は不

良で，最も残りの良好

な東壁の高さは最大20

qnである。床面は地山

に達し，ほぼ平坦でや

や南西側に傾斜してい

る。主柱穴は4本で，

径24～44cm,深さ36~

46cm,底面レベルはほ

ぼ一致する。柱穴間の

距離は1.64～1.80mで牟砕ローュ●Vで 一●ロリユユユー
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第11図SBO3実測図(1:60)

ほぼ等距離である。ま

た，床面南壁側から西壁にかけてL字状に深さ6～9cmの溝状遺構を検出したほか，住居

跡北東隅で不整円形の土壌を検出した。溝状遺構は住居跡南東隅で幅約1.2m,西側にか

けて幅を次第に減じ北西隅で終る。壁際では一部2段掘りとなり，断面は浅い逆台形であ

る。土壌は長径約80cm,短径約60cm,深さ約10cmである。溝状遺構及び土塘の覆土は

ともに住居跡覆土と同質であることから住居跡に伴うと考えられる。

遺物は溝状遺構及びP5の覆土中に細片化した土師器などが比較的集中して出土したほ

か，少量ではあるが鉄津が出土した。また, P1検出面直上から偏平な縦長の石とともに

須恵器杯身の完形品1，東壁寄りで土製紡錘車1, P5覆土中から鉄製品1が出土し

た。本住居跡はこれらの遺物からみて6世紀後半頃と考えられる。

出土遺物 （第12．13図，図版11）

土師器16～18は甕形土器の口頚部で，口縁部は頚部から緩やかに外反し短く続き，端

部は丸くおさめている。16の体部は頚部から丸くカーブして下方に続く。調整は口縁部内

－14－
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第12図SBO3出十＋翠実測図(1:3)

外面とも横ナデしている。なお16の体部

外面はナデかとみられるが摩滅が著しい。

内面はへう削りである。

須恵器19は杯蓋で，天井部は平坦で

体部との境に稜がある。体部は外開きし

gn_-;
た後，口縁部にかけ垂下している。調整

は口縁部及び体部内外面はロクロナデ，

天井部外面はへう削り，内面は不定方向
第13図SBO3出土土製紡錘車・鉄器実測図(1:2)

にナデ， 20．21は杯身で，底部から体部

にかけては丸みをもち，受部は外上方に短く続く。立上りは内傾し，口縁部は丸くおさめて

いる。調整は内面ロクロナデ,外面は口縁部から体部がロクロナデ,底部はへう削りである。

土製紡錘車22は上面径2.7cm,底面径3.9cm,高さ2．9cmで，断面は台形である。上

面中心には径lcmの軸棒孔が穿たれている。色調は暗褐色を呈し，焼成は良好である。
かすがい

鉄器23は鑓と考えられ，片側の端部が欠損している。残存長は6cmで,断面は方形を

呈しているが端部付近では菱形をなしている。

－15－



’’SBO4 (第14図）

SBO2の北西約5mに位置し，

平面形が隅丸方形の住居跡状遺構

である。規模は東壁辺で3.42m,

南壁辺で2.70m,西壁辺で3.24m,

北壁辺で2.80mである。壁の残存 一

状況は不良で，最も良好に残る東

壁の高さは約20cmである。床面は

ほぼ平坦でやや北西隅にかけ傾斜

している。主柱穴は精査したが確

認できなかった。ただし南壁寄り

の中央よりやや西側に寄った位置

一

《
上
。
Ｎ
、
動
肉

で長径34cm,短径22cm,深さ約

利E一一二〃穴乖＝形 Lか睦斤『唾へ、。 ‐ 1 － －28520m

15cmの平面形が楕円形のピットを

’
土層脱明

1.暗褐色粘質土
（黄色ブロック
を含む）

2.暗褐色粘質土

2m

確認した。また南東隅及び東壁中

■■■■■■■■■■■■■

一二コ

央の2か所で不整形の浅い落込み 岸戸－－0 2m

を確認したが，性格については不
第14図SBO4実測図(1:60)

明である。

遺物は土師器細片3，須恵器片1,土師質土器片1があるのみで，本住居跡状遺構の時

期を特定できるほどのものではなかった。

SBO5 (第15図，図版9a)

調査区北辺部から検出した平面形が不整円形の住居跡状遺構である。本遺構は, SBO2

と同様に谷部に当る場所に掘り込まれ，掘り込み面が土層観察から黒フク土中であること

を確認した。本遺構は二段掘りされ，東側にテラス面を有する。 このテラス面は東西1．2

rnl南北3.2mで，深さは東壁で約30cmあり，床面はやや西側に傾斜する。一方，西側の

一段低い床面は東西約3.25m,南北約3.55mである。東側テラス面とのレベル差は約25

cmで，床面はほぼ平坦である。柱穴は東側テラス面中央で径約20cm,深さ約10cmのもの

を1個確認したが，他には確認できなかった。

出土遺物は少量の須恵器，土師質土器のほか，不明鉄器1点，著しく火を受けた台石状

の偏平な石などがある。
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第15図SBO5実測図(1:60)

出土遺物 （第16図，図版11）

須恵器24は平瓶の体部の上部で,体部の円盤状封鎖痕 :ニー
型

が残っている。外面にはボタン状の貼付けがある。調整は

内外面ともロクロナデしている。25は杯の底部で，断面三

、－■塗角形の貼付け高台がある。底部は平坦で体部にかけて緩や

かにカーブしている。調整は底部内面及び外面高台付近ロ 0 10cm
－

クロナデし，底部外面は回転糸切り後ナデと思われる。

第16図SBO5出土土器

実測図(1:3)

SBO6 (第21図，図版6)

SBO8と重複した状況で検出した竪穴住居跡である。検出面の削平が著しいため，東壁

が残るのみで残存長は約2.5mである。本来はこれより若干大きな規模で，平面形が方形

又は隅丸方形を呈したと思われる。残存壁高は約24dnで,床面はやや西に傾斜する。主柱

穴は4本(P14～17)確認した。規模は径16～32cm,深さ26～48cInで，各柱穴間の距離

は1.40～1.52mでほぼ等距離にある。また，東壁際の中央で50×40cmの範囲に焼土を確

認した。遺物は東壁際から土師器の甕形土器，甑形土器，鉢形土器が出土した。

－17－
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第17図SBO6出土土器実測図(1:3)

出土遺物 （第17図，図版11．12）

土師器26は鉢形土器で,底部は緩やかな丸底で体部にかけて緩やかにカーブしている。

最大径は中位に有り，口縁部にかけやや肥厚してほぼ直線的に内傾して上方にのび，端部

はわずかに平坦面を造出している。外面の器壁剥落が著しいが，調整は口縁部内外面横ナ

デタ外面は体部から底部にかけ斜位の刷毛目調整で，内面は体部が斜位にへう削りし，底部

は指頭による押圧である。27は甑形土器の体部で，外面には粘土紐を貼付けた環状の把手

がある。調整は外面やや粗い縦位を主とした刷毛目調整で，内面は横位のへラ削りである。

28は甕形土器の口頚部で，口縁部は頚部から緩やかに外反し，端部は丸くおさめている。

調整は外面及び口縁部内面は器面剥落のため不明で，頸部下半は横位のへラ削りである。

SBO7 (第18．19図，図版7)

SBO2の南東約3mの平面形が隅丸方形の住居跡で，規模は約3.2m×3.1mで，平面

形はほぼ正方形である。壁は各辺とも比較的良好な状況で遺存しており残存壁高は26～42

cmで,床面からほぼ垂直に立上がる。床面はほぼ平坦で，主柱穴4本を検出した。柱穴の

規模は径30～36cm,深さ16～24cmで，各柱穴間の距離は1.0～1.35mである。また住居

跡北東隅で長さ90cm,幅28～36cm,深さ1～2cmの浅い不整形な落込みを検出した。一方，

－18－
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第18図SBO7実測図(1 60)
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東壁中央で造付けのカマドを検出した。煙道

部は攪乱を受けていたため全体の規模は明ら

かではないが，焚口部での規模は長さ58cm,

幅86cmである。焚口部の構造は床面に直接

角礫を縦長に，南北両側に各2石を立て燃焼

部側の石材に接して横長の角礫を架構し，他

の部分は地山土を含んだ土で被覆しており，

SBO2のものと若干構造上の違いがある。ま

た底面はわずかに凹んでおり，炭を含んだ黒

褐色土が充満していた。

遺物は，カマド焚口部上面に須恵器喪の体

部が貼付いて出土したほか，床面から須恵器

蓋杯，土師器甕形土器などの破片が少量散在

して出土した。これらの遺物から本住居跡の

時期は6世紀後半頃と思われる。

－フ竺引-－

－288．00m 一

O 1m
－－

士厘醜明

1.黄褐色土

2.赤褐色土

3.黒褐色土(土器,灰を含む）

4.暗褐色土(地山ブロックを含む）

第19図SBO7カマド実測図(1:30)
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第20図SBO7出土土器実測図(1:3)

出土遺物 （第20図，図版11． 12)

土師器29･30は甕形土器の口頸部で, 29は頚部から断面「く」字状に屈曲して外上方

にのび，端部は丸くおさめている。調整は内外面とも横ナデしている。30は頚部から緩や

かに外反し，端部はやや尖り気味に丸くおさめている。調整は内外面とも横ナデしている。

31は頸部から断面「く」字状に外反して短くのび，端部は矩形を呈している。頚部外面に

は浅い凹線が3条廻っている。調整は内外面とも横ナデしている。

須恵器32は杯蓋で，天井部は丸みをもち体部にかけて緩やかにカーブしている。体部

は直線的に外下方に開き端部は丸くおさめている。調整は焼成不十分であるうえ，器面が

剥落しているため不明である。33～35は杯身で， 33は受部がわずかに外上方に短くのびる。

立上りは内傾気味に立上り，端部は尖る。調整は内外面ともロクロナデしている。なお，

受部端部に自然釉が付着している。34は底部から体部にかけ緩やかにカーブし，受部は短

く外方にのびる。立上りはやや内傾している。調整は内面及び外面体部にかけロクロナデ

し，底部にかけてはへう削りである。35の受部は外方に短くのび，立上りはやや内傾し，

端部は丸くおさめている。調整は内外面ともロクロナデしている。なお受部から体部にか

けての外面に自然釉が付着している。

SBO8 (第21･22図，図版8a)

SBO6と重複して検出した3間×3間の大規模な建物跡で，南側1間分については柱穴

規模や配列状態などから庇になると考えられる。身舎規模は桁行6.8m,梁行4.7m,庇

部の桁行2.9m,棟方向はほぼ東西方向である。身舎の柱穴(P1～4, 6～9)規模は径

-20-
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第21図SB06．08実測図(1260)
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50～70(m,深さ30～70qnでbP1,6は2段掘りである。各柱穴間の距離は，棟方向が2.25

～2.30mでほぼ等間隔である。庇部の柱穴の規模は径30～50dn,深さ20～40mlで，径，

深さとも身舎の柱穴規模と比較して小型で,各柱穴間の距離は2.15～2.45mでやや不統一

である。各柱穴の覆土は暗褐色土で，柱痕は明確ではなかった。また建物跡の時期は，

柱穴内からは遺物が出土しなかったが， 付近の包含層中から平安時代の須恵器の

杯などが出土したことからこの頃のものと一応考えられる。

坐287.90m 質
一

且-287.00m B
－

－

L2"9Om C・
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L287.9Om け
－

L28z"m 一二287.90mE・ F，
－

土層脱明

l.桧褐色土

2.暗茶褐色土

3.黒褐色土(炭を多く含む） 5.黒褐色土

4.明黄褐色土(礫を含む）

第22図SBO6･08断面図(1:60)
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第23図SBO9・ 10実測図(1:60)

SBO9 (第23図，図版8b)

1間×1間の小規模な掘立柱建物跡で，規模は桁行2.8～3.0m,梁行2.1～2.25mのや

や不整長方形である。柱穴の規模は径32～42cm,深さ9～18cmで，覆土は暗褐色土であ

る。時期については遺物がないため不明である。

SB10 (第23図，図版8c)

1間×1間の掘立柱建物跡で，規模は桁行2．7m,梁行約2.2mで，柱穴の規模は径35

~55cm,深さ20～40cmで，覆土は暗褐色土である。時期については遺物がないため不明

であり，性格についてもSBO9同様に小規模であることから特定しがたい。

(b)土塘

調査区域内からは計6基の土塘を検出したが，大半が著しく削平を受けているうえ，遺

物が乏しく，わずかにSKO4から弥生土器片が出土したにすぎない。また性格については

SKO4が土壊墓の可能性が考えられる。他のものについては明らかでない。

－23－



SKO4 (第24図，図版9b)

平面形が楕円形土壌で,規模は長径95cm,短

径70cm,深さ13cmで，断面は浅いU字形であ

る。覆土は黒褐色土で，遺物は弥生時代前期末

の大型の壷形土器片が土塘の底面直上から出土

した。

１
１
１
牌
②
餌
の
○
ヨ

’

イ

出土遺物 （第25図，図版12）

弥生土器36大型の壷形土器片で，口縁部

は頚部から緩やかに外反し，端部は矩形を呈す

る。体部は頚部から緩やかにカーブして下方へ

続き，最大径は体部中位ほどにあると思われる。

口縁端部に1条，肩部に4条の浅い沈線を廻ら

’
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第24図SKO4実測図(1:20)
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第25図SKO4出土土器実測図(1:4)
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している。調整は，内外面とも丁寧な横位のへラ磨きを施している。色調は淡榿色を呈し，

焼成は良好である。

(c) その他

SXO1～04

調査区内の4か所で倒木による痕跡を検出した。規模はともに径が2m前後，深さは

約1.5m前後で，断面は逆台形である。平面形は楕円で，覆土は中央部が黄褐色土，周辺

部が黒褐色土で，倒木による痕跡特有の層序の逆転が認められた。

(d)遺構に伴わない遺物 （第26．27図，図版12．13)

調査区からは弥生土器（37～49)，土師器（50～53)，須恵器（54～64)，土師質土器（65

～67)，瓦器（68)，緑釉陶器・灰釉陶器などの土器類が出土した。

弥生土器37～42は前期末の壷形土器で,37.39は口縁部が頚部から緩やかに外上方に

のび， 38は短くのびて端部がやや肥厚している。37．40は頚部外面に貼付け凸帯がある。

調整は37．40は内外面ともていねいにへう磨きし, 37は淡榿色, 38～40はやや白っぽい

暗褐色を呈する。焼成はいずれも良好である。41．42は平底の底部で，体部にかけて直線

的に外上方にのびている。調整は41が外面へラ磨きし， 42が外面指頭による押圧で，内

面がていねいな横位のへラ磨きを施している。43は前期末の甕形土器の口頚部で，口縁部

は頚部から緩やかに外反して短くのび，端部はやや肥厚している。端部外面にはへう状工

具による刺突，肩部に3条の沈線を廻らしている。調整は口縁部内外面横ナデし，体部外

面は単位の細かい縦位の刷毛目を残している。44～49は中期後半の甕形土器で,44は口縁

部が頸部から強く屈曲し，やや肥厚してのび，端部は上下方に拡張している。また45～48

の口縁部は頚部から緩やかに外反し，やや肥厚してのび，端部は上下方に拡張している。

端部外面には数条の凹線が廻り， 48は頚部外面にへう状工具による刺突文が廻る。調整は

いずれも口縁部内外面横ナデし，体部内面はへう削りしている。49は小型品で，肩部及び

最大径付近に3条の凹線を廻らし， この間に櫛歯状工具による刺突文を廻らしている。調

整は外面が2次焼成を受けており不明で，内面はへう削りである。

土師器50．51は甕形土器で, 50の口縁部は頸部から緩やかに外反し，端部は丸くおさ

める。調整は口縁部内外面横ナデし，体部内面横位のへラ削りである。51の口縁部は頚部

から緩やかに外反して短くのび，端部はやや尖り気味となっている。調整は内外面とも

器壁剥落が著しいが，わずかに外面に叩き目を残している。52の鉢形土器の口縁部は体
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部からやや内湾気味に立上り，端部は丸くおさめている。調整は内外面とも器壁剥落が著

しく詳細は不明であるが，体部内面に指頭圧痕をわずかに残している。53は甕の口頚部で，

口縁部は頚部からほぼ直立気味に立上り，端部は丸くおさめている。調整は口縁部内外面

横ナデし，頚部外面はやや粗い縦位の刷毛，内面は横位のへラ削りである。

須恵器54は甕の口縁部で，緩やかに外反し端部は上下方及び内側に拡張し，上面平坦

となる。調整は内外面ロクロナデし，外面には自然釉が付着している。 55～57は杯蓋で，

55は天井部から体部にかけ丸みをもち，口縁部は垂下して端部を丸くおさめ，内面がやや

凹んでいる。調整は天井部外面が回転へラ削りし，体部及び口縁部内外面はロクロナデし

ている。56の体部はほぼ直線的に外下方に開き，口縁部は体部から屈曲して外方に短くの

び，端部は垂下している。調整は内外面ともロクロナデし，外面には自然釉が付着してい

る。57の体部はやや内湾気味に外下方に開き，口縁部は垂下した返りをもち，端部はやや

尖り気味になっている。調整は内外面ともロクロナデしている。

58～60は高台付きの杯で， 58は底部が59．60に比較して大きくなる。底部はほぼ平坦

となると考えられ，底部から体部にかけては強く屈曲して体部は外上方にのびる。高台は

断面逆台形となり，ほぼ垂直に貼付けている。調整はいずれも内外面ともロクロナデして

いる。 61．62は椀で， 口縁部は体部から内湾気味に立上り，口端部は61がやや短く外反

し丸くおさめ， 62は単に丸くおさめている。61は口端部直下の体部に3条の凹線を廻らし

ている。調整はともに内外面ともロクロナデしている。63．64は杯で，底部はともにほぼ

平底である。63の体部は底部から屈曲して外上方に開き，口縁部はやや肥厚して端部は丸

くおさめている。調整はともに口縁部，体部内外面及び底部内面ロクロナデ，底部外面は

回転へラ切り後ナデている。

土師質土器65は平底で，体部は底部から短く外反気味にのび，端部は丸くおさめてい

る。66はやや凹み底で，体部は底部からほぼ直線的に外上方に短くのび，端部は丸くおさ

めている。また67の底部はやや凹み底で，体部はやや内湾気味に立上る。調整は65～67

すべて内面及び体部外面横ナデし，底部は回転糸切りしている。

瓦器68は平底を呈し，断面三角形の貼付け高台を有し，高台の高さは0．7cmである。

調整は内外面とも横ナデしている。
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Ⅳま と め

本遺跡では今回の調査によって，弥生時代前期，古墳時代後期の住居跡及び平安時代の建

物跡などを確認した。これらの時期の遺構は町内において調査例が少なく，当地域の原始，

古代の歴史を解明するうえで新たな資料を加えることができたが，調査対象地が限定され

ていたため遺跡の全容を明らかにしたとは言い難い。したがって， ここでは本遺跡の立地

条件，各時代の遺構のあり方などについて若干を述べてまとめとしたい。

立地について

本遺跡は，江の川支流，冠川の氾濫原を望む西向きの低位段丘緩斜面上の，傾斜変換線

付近に立地する。調査の結果， 3本の浅い小谷が調査区内に湾入していたことが明らかと

なったが，谷部には厚く黒フク土が堆積し， この層を掘り込んで6世紀後半の住居が造ら

れており，少なくともこの時期には現状とさほど大差ない地形であったと想定できる。

一方，町内における墳墓を除く集落跡，包含地などの分布状況は，沖積地又は狭小な谷

底平野を望む比較的比高の低い場所に立地しており，本遺跡も同様な傾向の立地条件で成

立した集落と考えることができよう。

弥生時代の遺構・遺物について

弥生時代前期の遺構にはSBO1,SKO4があり，両遺構は近接して存在しており，相互に

関連した遺構と考えられる。このうちSBO1は少量ながら弥生土器が出土したことや，平面

形は円形で，主柱穴は5本，中央には不整形の炉跡状のピットを有するなど，他の時期の

ものと異なることから当該時期のものと一応考えられよう。

ところで県内における前期の住居跡としては大朝町新庄所在の棲建遺跡u↓三次市南

畑敷町所在の蕎躍遺跡21がある｡前者は低位の段丘上に形成された集落跡で,一軒の住

居跡と多数の土壌で構成されている。このうち住居跡は，本遺跡検出のものよりやや大型

で6本柱と想定されている。また後者は，丘陵尾根付近に単独で営まれた住居跡で，規模

は径約3.5mと小型で， しかも主柱穴は明確ではなく，幾つかの支柱を組合わせて構築し

たと想定されている。 ところで県内では5本柱の住居例は確認されていないが，他県例で
ふつがうら

は福岡県筑紫野市所在の野黒坂遺跡16号住居跡(3)や，同県小郡市所在の三沢葎ヶ浦遺跡B

地区4号住居跡(4)などがある。
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SKO4は，現状では削平が著しく，浅い小型の土壌であるが，土鑛底面から大型の壷形
ようろほよぱら

土器が出土しており，土器棺墓の可能性が考えられる。本遺跡周辺では丁保余原の塚迫遺

跡(5)で土塘墓,土器棺墓で構成される集団墓が確認されているが，本遺跡では単独で営まれ

ており， この違いが各集団のあり方に起因するものであるのか，両遺跡が比較的近距離に

あることなどを考え合わせて今後の課題として残されよう。

上述のように弥生時代前期の遺構については，県内では類例に乏しく不明な点が多い。

とくに県内では初見と考えられる5本柱の住居跡の存在など今後の資料の増加を待って

検討すべき内容を含んでいる。なお本地域周辺で当該時期の遺物包蔵地が確認されている。

これらの遺跡の大半が狭小な谷水田又は小規模な氾濫原を生産基盤とする場所を望む立

地にあることから，農耕集落が比較的早い段階で山間地域に進出したことを示すとともに，

これらの農耕集落は小規模な単位集団であったことを窺わせる。

出土土器については，調査区内から出土したものを含め壺形土器・変形土器とも貼付け

凸帯手法や，沈線の多条化など横路遺跡出土のものと比較してやや後出的であり，塚迫遺

跡出土のものと大差ない前期末葉の様相を示すものと促えられよう。なお，土器の胎土及

び色調の特徴からみると，塚迫遺跡出土のものよりも横路遺跡出土の土器に近似している。

古墳時代の遺構について

当該時期の遺構にはSBO2, 03, 06, 07の4軒の住居跡がある。これらの住居跡は出土

遺物からみて6世紀後半から7世紀初頭に比定されるが, SBO6を除く3軒は切り合い関

係がなく，ごく近接して造られていることからすると，短期間の間に漸次造られたことが

考えられる。平面形はすべて隅丸方形で,規模は一辺4m前後である。主柱穴は4本で,上

屋構造はほぼ似た状態であったと考えられる。カマドはSBO3にはないが,SBO2,07には

造付けのカマドがある。また, SBO6はSBO8の柱穴によって切られていたが，壁際に焼

土が広がっていたことからカマドがあった可能性がある。このように本遺跡では6世紀後

半にカマドを有する住居跡とそうでない住居跡があることが確認された。なお，本遺跡と

同時期頃の千代田町有田の城が谷遺跡(6)の住居跡は，造付けのカマドが存在せず，炉跡を

伴うことから，本地域ではこの頃に造付けのカマドが導入されたことが考えられよう。

ところで，県内で当該時期の住居跡が調査された遺跡としては，三次市東酒屋町の松ヶ

迫遺跡群7洞市大田幸町の重岡山遺跡(8桐市十日市町の県史跡日光寺住居跡(9)9東広島市

西条町の平木池遺跡卿,比婆郡口和町の常定峯双遺跡群$l庄原市本村町の牛乗遺跡"など

がある。これらの遺跡のほとんどは，各種の開発に伴う発掘調査であり，調査範囲の制約
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などもあって遺跡の全容を知る例は少ない。しかし， これらの遺跡のなかで松ヶ迫遺跡群

では,A,B,F,G地点で住居跡群が確認されており，一時期に数軒前後の単位で構成

され,G地点を除く各地点間の移動が想定されている。また，平木池遺跡では40数軒の住

居跡などが確認されており，遺跡内における居住場所，作業場所などの土地利用を想定し，

一時期に数軒前後の単位で構成していたと考えられている。そして，両遺跡とも狭小な谷

水田を経営基盤とするほか，鉄や須恵器生産に関わった集落の可能性が論じられている。

本遺跡は前述してきたように，調査範囲が限られていたこともあって，住居跡の総数や

一時期の住居単位などについては明らかではないが，現状保存されている遺跡の北側部分

に当該期の住居跡が確認されており，少くとも一時期に複数の住居で集落を構成している

と考えてよいであろう。なお，本遺跡は冠川の比較的広い沖積地を望んでおり，松ヶ迫遺

跡群や平木池遺跡の立地とはやや様相が異っており，水田経営を主体とした集落ではない

かと考えられる。

平安時代の遺構について

当該時期と考えられる遺構にはSBO8の掘立柱建物跡がある。この建物跡に直接伴う出

土遺物はないが，周辺の包含層中から平安時代の遺物が出土しており，他にこの時期に該

当する遺構を見い出せないことから，本建物跡を当該時期と推定するのが妥当であろう。

本建物跡は規模が3問×3間で，南側の1間分については庇になると思われ，規模，構造

などから居住用の建物跡と考えられる。

当該時期の掘立柱建物跡の県内の確認例としては，東広島市西条町の国分寺跡東方遺跡

群伽，甲奴郡上下町の下郷桑原遺跡('0などがある。しかし，いずれも調査範囲が限られてい

ることもあって遺跡の全容は明らかでない。本遺跡では，調査を行った南半分に1棟のみ

である状況からすると，現状保存の北半分に1～2棟存在するとしても，集落跡としては

小規模といえよう。本遺跡のような立地や集落規模が一般的であるのか，否かについては

今後の調査例の増加に期したい。

本遺跡が所在する有田地区は，倭名類聚抄にある古代の山県郡山県郷に比定されている

八重地区と同郡品治郷に比定されている鯛本地地区のほぼ中間に位置している。古代にあっ

てはどちらの郷に属していたのかは明らかではないが，今後，当地域において当該時期の

遺跡が存在していることが推測される。とくに，郡家の所在地で「古保利」名を伝える八

重地区には，平安時代初期に大寺院（福光寺廃寺）のあったことが薬師像の存在によって

知られており，当地域における今後の調査が期待される。

－31－



註

(1)横路遺跡調査団『横路遺跡』昭和57(1982)年

(2)広島県教育委員会「高蜂適跡」 『緑岩古墳一三次地区工業団地第2期造成工事に伴う埋蔵文化財の

発掘調査一』昭和58(1983)年

(3)福岡県教育委員会「野黒坂遺跡」『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告』(1)昭和55(1970)年

(4)福岡県教育委員会「三沢蓬ケ浦遺跡」『福岡県文化財調査報告褐』第56集昭和59(1984)年

(5)広島県教育委員会「塚迫遺跡群」r中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』(3)昭和

57(1982)年

(6)広島県教育委員会『城が谷通跡群一石田工業工場用地造成にかかる－』昭和48(1973)年

(7) 広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『松ヶ迫遺跡群発掘調査報告一三次工

業団地建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査一』昭和56(1981)年

(8)重岡山遺跡発掘調査団『重岡山遺跡発掘調査報告』昭和55(1980)年

(9)松崎寿和・潮見浩「古代農村の復元一広島県三次盆地を中心として－」 r広島の農村』昭和30
（1955)年

0O広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『平木池遺跡発掘調査報告』 昭和57
（1982)年

OD広島県教育委員会「広島県比婆郡口和町常定峯双遺跡群の発掘調査報告」『広島県文化財調査報告』
第7集昭和42(1967)年

(12)広島県教育委員会「牛乗遺跡」 『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 (1)昭和53
（1978)年

03)広島県教育委員会『安芸国分尼寺跡一伝承地にかかる第3次調査概報一』昭和55(1980)年

⑭財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『下郷桑原遺跡』昭和59(1984)年

⑮福尾猛市郎「V二・地方改治の展開」 『広島県史.原始古代』広島県昭和55(1980)年

－32－



図版1

ac遺跡遠景

（北西から）

ゞ
》

b・調査状況

（南から）
R…一

C.同上

(北から）



図版2

a，調査後全景

（北東から）

廷 麺■

、q亀遍
や

－

凸

~

峰
争

轄

驚認
･凹型

白匝
回

9

廊号

ー一理･『言病

曇
可
Ｐ

制
し

－
，
奉
眼
甘
匿

ー

● 』
率
唖
四
、
“
《
》

b、SB02.03.07

完掘状況

（西から） 寡=参三二
罵誉簿一

X詮由

証､

■

画

4－

毛恥
謬
垂

己 『■
－－

一

《

今
“
一
戸
一

ヤ
ー
ー

《
」
↑
今

雫
守

釧
一
国
戸
一

一
。
◆
、
ｗ
》

諏
唾

も

葬
〆認 －呉､曹

一

c・調査区北東部

完掘状況

（南から）

等剰
二

・画、

グ 一一三 ＝ －
－－

－尋 や り や、
、 。 。‐ ．

‐ 一

凸

一油 勺
．■ ＝些一



図版3

a. SBO1

検出状況

（東から）

繭蕊議 :; ‐
万

一 十

●

蕊》さ‐ .－ ．‐ 、
戸

ご 守挙
ア

ー

P 庄一

I急

懇
、
。

挙

一
率

匠
Ｂ

一
一
《

』

壷

琴

b・同上

調査状況

（東から）

d

L

c・同上

完掘状況

（北から）



図版4

F~＝

r 夢

、

一

､少

■

』
合
・
Ｐ

－
●‘

◆

一
壁

鐘
麹＝零

一

■ ぜ‘

a・ SBO2

検出状況

（東から）

際鍾
屯

ロ

ー
ｄ
・

閏

‐＝

澤撫底一必ずU毎

申牟

r鎧 F …，淫

b.同上

完掘状況

（南から）

鰯

蕊
母
ロ

Ｐ
〆，

夕

四
４
１
〃

Ｚ
茸
〃

一-E－

錨；灘
り 型 電｜

弓■．

FjP j
a l ’
型』 ．
■

藻
翻二

雷

参

鼬

c・同上

カマド検出状況
齢

Ｅ
１
Ｊ
ｑ
で
Ｍ
’
画
一
麺
”
“
唾
呼
○
函
翻
》

Ｆ

３

ｒ
宅
郵
岬
唖
毎

宇
廿
凡

ｌ

鞠
，
験

、

’d・同上

完掘状況

（南から）
摸

＝



図版5

謂園 掌
畢謹薑譲蕊錨麹 ■ ■

溌鋪
鐘 ‐

蕊
4 s

画÷

a・ SBO3

検出状況

（西から）

一

P＝

ｰ

燕鵜議蕊
一

心
碑
制

唇
．綴

謙
幹

熱
謬

認
識 彰輔鞠

q

霧
亀鼓奇於琴

綴 輯P
い、 ﾛロ

･･鱒や
ら

‘趣 、

ー

Ｆ
ゴ

顕

型

T謬偽 衝者丹,

ZX" " ."
Lg

解簿， ：
職
讃
農

蕊
一

画

“

領

鐸■
隣

又彦 ‘■

幸殿
鍵

白 も

●

b.同上

完掘状況

（西から）

ｃａ

ｄ

｡

ー

角

pq

や 、

． ,憩画震,鉾慧藤識
ウ

テマ匪鐡 け

令 ，毎遺睡
上玉2･ 弓毒

種

溌誕蚤；① 日 ざも



図版6

a. SBO6

完掘状況

（西から）

丙ひご一望＝
~

b・同上

土器出土状況

ザ

万

C.同上



図版7

a・ SBO7

調査状況

毛迄
＝

ざ時

一

遥遥b.同上

完掘状況

(西から）

足

qP

C.同上

カマド検出状況

（西から）



図版8

刃P■Lで

麹
，弓

患緊

・
一
一

●
唾●己 ■

一一三
一
一

＝

、

~言f， ミ

ー定まち慕う
タ

グ

塞郵

‐
▲

'‘#‐ －
《

篭

一

生

、

ユ

マ
〆彦

‐

手

呂

叱

旬
ー

ロ

、

h

鋤‘=令
ﾆﾏｰｰｰ畿皇-髄

甘

＆

fE1,
g

pr -"

論－
G

J

輩
企

a・ SBO8

完掘状況

（西から）

参

一
献

琴エ

､ 鰯.詮
け

心

’頭l

銅為一翻
．職

、乳

魁
轍
１

－口

Ｃ

ｂ

心
一
口

口癖
蒔
汚
戸

一

で

叱
口
・
’
二
■
■
画

雫
「 両
L

。
》

『

＆
卓

■

ｰ

一
一b・ SBO9

完掘状況

（東から）

詮
=『て~、

吃

こ
》
恥
鈩

司
、
壷

岳

心 ’ぬ
げ

‐

例、

凸

邑
■
卜
▲
｝
』
■
》
、

１

‐

』

』

殴
り
寓
且

．

』

「

劃
蓉

守
馨
幽
。

侭
羽
田
竜

吟
℃

部
や
罫

愚
繍
薊

口 ＝

撫
畷
，
惑
鋸
輯

坐
榊
》
９
■

増

1参 凸蘭‘事￥

一

画

写

c・ SB10

完掘状況

（東から）

心

ア



図版9

鐵曹電麓
~

｡

【
，
一
己
へ
一画

－畦

一

垂

戸

､鯵輪

主 昴聖

亨輩
qb‐

莞

、

L －』

＝ ‐鑿離｡“ 、
一℃

－毎一

筆 ｡
r

L
●

a. SBO5

完掘状況

（南から）

櫛

鰹: 燕
凸
で
こ

》
盈
雷
・
》
認
．

ザ
』
凸

鞭
-割．
齢

丸
むら

÷

零
寧

必
鈩

や
み
毎
『
令
詫
・

凶

； 追一

鱈和

b. SKO4

土器出土状況

（西から）



図版10

1

3

2

6

7
5

109
8

▼‘爵
11

3

●
I■■■■■■■■■

5

出土遺物(1)



図版11

196

摩甚‘

20

“
23

24

出土遺物(11)



図版12

8

■‘皮，

37

39

出土遺物(m)



図版13

５
１▼・

38

50

3

、
昼

56

『星｡
“

57

■．1 ●
63

蟻験
66

蕊
6867

出土遺物（Ⅳ）



広島県埋蔵文化財調査ｾﾝﾀｰ調査報告書第50集
あおeばら

青木原遺跡発掘調査報告書

発行 昭和61 （1986）年3月

編集･発行

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター
733広島市西区観音新町4丁目8－49

TEL(082)295-5751

印刷

電子印刷株式会社




